
 
 

 
 

 

 

令和７年度　学校だより 那覇市立城南小学校 
令和７年10月１0日 

第　 28号 
文責 ： 校長 田島正敏

〔 学 校 教 育 目 標〕 
 自律的に学び、認め合い、 
 ともに成長しようとする児童の育成 

　本校吹奏楽部があちらこちらで大活
躍しています。コンクールをはじめ、
祭りやパレード、首里中の定期演奏会
にも出演していました。首里文化祭の
古式行列にも参加するそうですよ。す
ごいですね。

　先週の日曜日に「旗頭フェスタ in 那覇」が
セルラースタジアムで行われました。本校は旗
頭の持ち手は他校と同数程度でしたが、金鼓隊
（ちんくたい）は吹奏楽部に参加希望者を含め
どこにも負けない人数で参加しました。最初は
地区の小中学校が一緒に演武を行い、２回目は
参加の小学校、中学校に分かれての演武でした。 
15 分ほどの時間いっぱい旗頭の持ち手が代わ
る代わる時には倒しそうになりながらも精一杯
の演武を行いました。どの学校も旗頭を倒すこ
となく無事終えることができました。何よりも
参加した子供たちが楽しかったと言ってくれた
ことがよかったです。　 
　練習や準備、本番を迎えるまでに、まち協、
各地区の青年会の皆様、保護者の皆様等、多く
の方々のお世話になりました。ありがとうござ
いました。

　１学期が終わりました。９日間の短い秋休みですが、この休みの期間あちらこちらで様々なイベント
が行われているようです。秋休み何をする？と子供たちに聞くと「地域の行事に参加する」「旅行に行く」
など様々な回答が返ってきました。充実した秋休みになるといいですね。 
　さて、２学期は多くの行事があります。すでに練習に取り組んでいる運動会、５年生は宿泊を伴う自
然教室、城南っ子祭り等々、そして、最後は卒業式。行事はチャレンジの機会です。これまでやったこ
とのないことや興味のあることにチャレンジしてほしいと思っています。「やってやれないことはない。
やらずにできるわけがない」この言葉は、挑戦する意欲と行動を起こすことの大切さを伝える言葉です。
とにかく一歩を踏み出す行動がなければ何も始まらないし変わらない。偶々（たまたま）ラッキーとい
うことあらわすのに「棚から牡丹餅」と言うことがありますが、偶々と言っても棚の下にいなければ牡
丹餅も落としてしまいます。棚の下に移動してひたすら待つという行動があったからこそ、ラッキーと
いうことにつながるのです。行動なしでは何もあり得ないのです。    
  頑張ってみて、失敗してもいいではないですか。失敗から学ぶことも多いのです。さあ、「まずはやっ
てみよう！」トライ＆エラーで行きましょう。   チャレンジです。

金鼓隊も「サーサーサーサー」とリズムに合わせてたたきます。旗頭を次の人にうまく渡せるかな？

 ～いざというときに役立つ知識を体験しよう！～ 
 
　 地域の安心･安全を皆
で考える「安心･安全なま
ちづくり大会」を開催しま
す。 
　 今回は、『防災』をテー
マに楽しみながらも真剣
に学べる体験を用意しま
した！ 
  ご家族やご近所のみな
さんをお誘い合わせで参
加してね♪ 
 
・10.18(土) 
・10:00～12:00. 
・城南小学校円形ステージ 
詳しくはスクリレ参照 


